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令
和
７
年
７
月
５
日
㈯
に
、
港
区
の
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ

ー
ル
竹
芝
で
総
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
決
算
、
役
員
改
選
や
令
和
７
年
度
予
算

な
ど
に
つ
い
て
発
意
し
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
藤
井
副
会
長
が
顧
問
に
、
新
た
に
河
戸

光
彦
さ
ん
が
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
62
名
が
参
加
し
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
光
市
出
身
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
原
田
香
里
さ
ん
か
ら
の
一
言
を
は
じ
め
、
前
回
出
席
い
た

だ
い
た
柔
道
の
田
中
志
歩
さ
ん
が
世
界
選
手
権
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
こ
と
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
と
ご
本
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
放
映
や
、
４
月
に
開
校
し
た
大
和
小
学
校
の
校
歌
を
児
童
と
作
詞

作
曲
し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
が
一
緒
に

歌
う
映
像
の
放
映
、
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
に
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
や
意
外
な

つ
な
が
り
の
発
見
、
新
た
な
出

会
い
な
ど
を
皆
さ
ん
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会
は
、
ふ
る
さ

と
光
を
縁
と
し
て
、
顔
を
合
わ

せ
、
語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
唯

一
無
二
の
場
で
す
。
次
回
も
皆

さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の
で

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
役
員
か
ら
ご
挨
拶
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ふるさと光の会についてはこちら

総
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

過去の会報や令和7年度の総会・
交流会の様子もご覧いただけます。

日
時

令
和
８
年
７
月
４
日
㈯

12
時
30
分
か
ら

場
所

ベ
イ
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝

※

詳
し
く
は
、
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

【
次
回
開
催
予
定
】

（港
区
海
岸
１
ー
11
ー
２
）

40

私
は
、
昭
和
47
年
の
高
校
卒
業
ま
で
光
市
で
育

ち
、
そ
の
後
、
既
に
50
年
以
上
の
歳
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。

ふ
る
さ
と
光
の
会
と
の
ご
縁
は
、
40
年
余
り
の

公
務
員
生
活
の
最
後
の
時
代
か
ら
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
登
壇
し
て
挨
拶
を
し

た
様
子
を
、
高
校
の
２
年
後
輩
で
あ
る
室
積
光
さ

ん
が
小
説
『
埋
蔵
金
発
掘
課
長
』
（
小
学
館
）
の

中
で
脚
色
し
て
紹
介
し
て
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
を
た
ま
た
ま
読
ん
だ
職
場
の
同
僚
か
ら
冷

や
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
説
の
影
響
力
の
大
き
さ

を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
本
の
お
か
げ
で

ふ
る
さ
と
光
の
会
が
世
間
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
ふ
る
さ
と
光
の
会
理
事
を
拝
命
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
光
市
に
は
両
親
が
暮
ら
し
て
お

り
ま
し
た
実
家
も
な
く
、
帰
省
す
る
機
会
も
な
く

な
り
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
会
が
光
市
と
の

唯
一
の
繋
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
光
市
役
所
の
ご

助
力
で
こ
の
会
が
光
市
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
皆
様
に

と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
、
同
郷
の
方
々

と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

光市HP

会員インタビュー

ゲストの原田香里さん

ふるさと光の会だより

今
後
は
、
微
力
な
が

ら
お
役
に
立
て
ま
す
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
理
事

河
戸

光
彦
さ
ん

mailto:kikaku@city.hikari.lg.jp
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■
カ
ン
ロ
飴
発
売
70
周
年

連
携
事
業
を
実
施

光
市
で
生
ま
れ
、
全
国
で
愛
さ
れ
る
「
カ
ン
ロ
飴
」

令
和
７
年
に
70
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
光
市
と
連
携
し
た
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

光 市 移 住 関 連 情 報 ♪

【
令
和
７
年
度
新
事
業
】

〇
光
に
お
い
で
よ
！
住
ま
い
る
補
助
金

市
外
か
ら
の
移
住
者
が
新
築
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
に
最
大
１

１
０
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
対
象
者

●
市
外
か
ら
移
住
し
、
新
築
の
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入

し
た
人

●
本
人
か
配
偶
者
が
50
歳
以
下

※

中
学
３
年
生
以
下
の
人
が
い
る
場
合
は
年
齢
不
問

●
３
年
以
上
継
続
し
て
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
人

な
ど

□
補
助
額

●
基
本
額
：
30
万
円

●
加
算

○
市
内
事
業
者
が
建
築
：
20
万
円

○
子
ど
も
加
算
：
中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
1

人
10
万
円
、
２
人
30
万
円
、
３
人
以
上
60
万
円

他
に
も
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
要
件
や
移
住
・
定
住

全
般
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

光
市
観
光
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

０
８
３
３-

７
２-

１
５
３
２

■
光
市
の
話
題
が
一
堂
に
会
す
る

新
た
な
情
報
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン

行
政
情
報
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
事
業
者
な
ど
誰
も
が
市
に
関
し
て
投
稿
・

閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト
「
ひ
か
り
ん
ぐ
！
」
が
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
や
グ
ル
メ
、
セ
ー
ル
や
求
人
情
報
な
ど
光
市
の
情
報
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
ひ
か
り
移
住
支
援
補
助
金

東
京
23
区
内
に
通
勤
す
る
東
京
圏
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
）
に
在
住
の
方
が
移
住
し
、
就
業
や
創
業
等
す
る

人
に
対
し
て
、
移
住
に
要
す
る
費
用
を
助
成

※

ふ
る
さ
と
光
の
会
会
員
の
場
合
、
就
業
、
創
業
等
の
要
件
無
し

①
カ
ン
ロ
飴
食
堂
の
ま
ち
ひ
か
り

地
元
食
材
な
ど
と
カ
ン
ロ
飴
を
組
み
合
わ
せ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
光
市
内
で
開

発
、
提
供
さ
れ
ま
す
。

３
月
頃
に
提
供
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
光
市
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

カ
ン
ロ
飴
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

寄
附
で
光
市
を
応
援
し
、
懐
か
し
の
味
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。▲ひかりんぐ！
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ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
「
楽
天
」
「
ふ
る
な
び
」

「
Ｊ
Ｒ
Ｅ
モ
ー
ル
ふ
る
さ
と
納
税
」
「
セ
ゾ
ン
ふ
る
さ
と
納
税
」
な
ど
）
か
ら

寄
附
が
で
き
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
、
光
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
光
市
が
さ
ら
に
元
気
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
寄
附

を
通
じ
て
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

魅
力
溢
れ
る
返
礼
品
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

寄
附
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
を
応
援
！

～
ふ
る
さ
と
光
応
援
寄
附
金
（
光
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
）
～

■
ふ
る
さ
と
光
応
援
寄
附
金
の
問
合
せ

光
市
企
画
調
整
課
ま
ち
ひ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
８
３
３-

７
２-

１
４
０
９

Ｅ
メ
ー
ル:

k
o
u
ho
u
@
c
i
ty
.h
i
k
a
r
i
.
lg
.
j
p

①笑菓
・寄附額 12,000円
・大和地域の素材を使った、お饅頭のよう
な、ケーキのような
新感覚の焼き菓子で
す。地域愛たっぷり
の中学生と共同開発
した逸品です。

②赤貝（１㎏）
・寄附額 17,000円
・光市周辺の豊かな漁場で育まれた赤貝は
肉厚で旨みが凝縮さ
れており、鮮やかな
赤い身と、磯の香り
豊かな深い甘みが特
徴です。

③にじのきらめき（光市産米3.5㎏×2袋）
・寄附額 20,000円
・島田川の恵みを受け育てられたお米です。
年間を通して美味し
さを維持するために
玄米専用の冷蔵庫に
て15度に管理されて
います。

総
会
・
交
流
会
の
出
欠
に
ふ
る
さ
と
光
市
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
回
と
今
回
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
う
ち
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

私は、幼い頃から室積や虹ケ浜海
岸で遊んでいました。
海がきれいな光市が大好きです。

戸仲から室積への海岸の白砂と松
林の景色をもっとPRしてください。

私が望むことは、もう一度光へ帰り
たい、ただそれだけです。
そのために毎日がんばっています。

両親ともに亡くなり、光に帰ること
もなくなりました。
時々あの新開の海を思い出していま
す。

虹ケ浜、室積海岸の砂浜には思い出
が一杯あります。
誇らしい、自慢できる風景・場所で
す。

光の海が大好きです。今でも年に１、
２回帰って、必ず海を見に行きます。

光市の人口が増えて栄えるといいな
と思っています。
商業施設や企業が進出すればいいの
かな？！

空き家となっていた実家も処分し、
“ふるさと光”がますます屑星的存
在となりつつあります。
が、ふるさとの輝きは永遠不滅で
す！

光市室積新開の瀬戸内の海を見つめ
て、青春の夢を語りました。
困難な状況に遭遇した時、広大な海
岸が答えを出してくれました。
毎年、墓参りで帰郷した時新開の海
原を俯瞰し、人生を振り返っていま
す。

光の浜辺とてもなつかしく、いつま
でも残して欲しい風景です。




